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令
和
２
年
1
月
11
日
（
土
）、
大
阪

府
中
部
広
域
防
災
拠
点
に
お
い
て
、
新

春
恒
例
の
八
尾
市
消
防
出
初
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
大
阪
市
消
防
局
航
空
隊
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
祝
賀
飛
行
、
救

助
隊
員
に
よ
る
リ
ぺ
リ
ン
グ
降
下
で
幕

開
け
し
、
消
防
職
員
、
消
防
団
に
よ
る

徒
歩
部
隊
及
び
自
動
車
部
隊
の
分
列
行

進
へ
と
続
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
新
た
に
八
尾
市
長
に
就
任

さ
れ
た
大
松
市
長
の
式
辞
で
は
、
昨
年

各
地
で
猛
威
を
振
る
っ
た
台
風
19
号
等
、

近
年
増
加
し
て
い
る
自
然
災
害
に
対
す

る
防
災
力
向
上
の
お
話
が
あ
り
、
消
防

団
員
と
し
て
一
層
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
第
63
回
大
阪
府
消
防
操
法

大
会
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
し

た
北
東
方
面
隊
の
選
手
た
ち
が
、
市
民

の
皆
様
の
前
で
操
法
を
披
露
し
、
そ
の

技
術
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
盛
大
な
拍

手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

出
初
式
に
参
加
し
て
、
改
め
て
八
尾

市
の
安
心
・
安
全
を
守
る
べ
く
、
日
々

八
尾
市
の
消
防
団
員
と
し
て
地
域
防
災

力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

◆
（
山
本
分
団　

福
田　

大
祐
）

令和２年消防出初式
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団
員
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
地

域
防
災
の
要
と
し
て
消
防
防
災
活
動
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
時
代

「
令
和
」
の
幕
開
け
と
と
も
に
、
全
国

各
地
で
数
十
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
規

模
の
台
風
や
豪
雨
が
発
生
し
、
河
川
の

氾
濫
、
土
砂
災
害
、
大
規
模
停
電
な
ど

甚
大
な
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
度
々
豪
雨
に
見

舞
わ
れ
、
人
命
に
か
か
わ
る
事
故
等
が

無
か
っ
た
も
の
の
、
大
和
川
を
は
じ
め

市
域
の
河
川
が
氾
濫
危
険
水
位
に
達
す

る
な
ど
、
あ
ら
た
め
て
自
然
の
脅
威
を

痛
感
さ
せ
ら
れ
る
年
と
な
り
ま
し
た
。

異
常
気
象
と
も
い
え
る
こ
れ
ら
の
状
況

を
踏
ま
え
る
と
、
防
災
・
減
災
の
取
組

み
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
は
急
務
と
い
え

ま
す
。

　

災
害
に
対
す
る
危
機
管
理
意
識
が
高

ま
る
な
か
、
本
市
消
防
団
は
市
内
各
所

で
活
発
に
開
催
さ
れ
る
防
災
行
事
等
に

も
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域
防
災
力
向

上
に
日
々
励
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
我
々
消
防
団
は
、
地
域
に
最
も

密
着
し
た
防
災
機
関
で
あ
り
、
崇
高
な

使
命
感
の
も
と
、
そ
の
動
員
力
及
び
即

時
対
応
力
を
活
か
し
、
自
然
災
害
等
の

脅
威
に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

お
わ
り
に
、
八
尾
市
消
防
団
は
、
火

災
は
も
と
よ
り
人
命
救
助
活
動
等
に
必

要
な
消
防
資
機
材
や
装
備
品
の
充
実
強

化
、
青
年
層
の
入
団
促
進
、
女
性
分
団

の
職
域
拡
大
等
、
組
織
の
活
性
化
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
と
の
更
な
る

連
携
強
化
を
図
る
所
存
で
す
。

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
、

市
民
の
安
全
安
心
を
守
る
た
め
、
引
き

続
き
消
防
防
災
活
動
に
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

団長　松村 康正

　

令
和
元
年
度
大
阪
府
消
防
表
彰
と
し

て
、
本
市
か
ら
も
消
防
庁
長
官
表
彰
を

は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
団
員
が
栄
え

あ
る
表
彰
を
受
章
し
ま
し
た
。

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】

〇
永
年
勤
続
功
労
章

団
本
部　
　

団
長　
　
　

松
村 

康
正

【
大
阪
府
知
事
表
彰
】

○
消
防
功
労
章

龍
華
分
団　

分 

団 

長  

廣
岡 　
勝

大
正
分
団　

分 

団 

長  

松
本 　
徹

西
郡
分
団　

副
分
団
長  

吉
田 

美
紀

山
本
分
団　

副
分
団
長  

竹
下 

健
一

【
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰
】

○
功
績
章

団
本
部　
　

副
団
長　

川
上 

剛
弘

○
精
績
章

団
本
部　
　

副
団
長　

川
上 

剛
弘

【
大
阪
府
消
防
協
会
会
長
表
彰
】

○
勤
続
章

南
高
安
分
団　

副
分
団
長　

松
村 

吉
富

山
本
分
団　

副
分
団
長　

貝
堀 

全
利

志
紀
分
団　

副
分
団
長　

中
村 

博
志

志
紀
分
団　

部　
　

長　

山
科 

輝
明

○
勤
功
章

龍
華
分
団　

副
分
団
長　

中
家 

一
真

大
正
分
団　

副
分
団
長　

西
山 

孝
文

南
高
安
分
団　

副
分
団
長　

黒
岡 

貞
一

南
高
安
分
団　

副
分
団
長　

北
本 

晃
史

高
安
分
団　

副
分
団
長　

米
澤 

晃
尋

山
本
分
団　

副
分
団
長　

岩
﨑 

利
雄

山
本
分
団　

部　
　

長　

川
西 　
明

志
紀
分
団　

部　
　

長　

角
倉 

武
士

志
紀
分
団　

班　
　

長　

松
本 

昌
幸

○
精
勤
章

久
宝
寺
分
団　

副
分
団
長　

赤
岩 

孝
浩

南
高
安
分
団　

部　
　

長　

西
尾 

克
徳

高
安
分
団　

部　
　

長　

植
田 

恭
啓

大
正
分
団　

班　
　

長　

戸
澤 

勝
彦

曙
川
分
団　

班　
　

長　

堤　

 

明
義

高
安
分
団　

班　
　

長　

阪
井 

俊
樹

山
本
分
団　

班　
　

長　

川
田 　
剛

山
本
分
団　

班　
　

長　

寺
内 

亮
仁

山
本
分
団　

班　
　

長　

鹿
野 

廣
之

山
本
分
団　

班　
　

長　

西
尾 

和
哉

志
紀
分
団　

班　
　

長　

井
形 　
肇

志
紀
分
団　

団　
　

員　

長
坂 

秀
和

大
阪
府
消
防
表
彰
受
章

新
時
代
に
即
し
た
消
防
へ
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令
和
元
年
９
月
19
日
（
木
）
に
「
第

25
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
青
森

大
会
」
が
青
森
県
の
マ
エ
ダ
ア
リ
ー
ナ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
自
身
、
大
会

に
参
加
す
る
の
は
今
回
で
５
回
目
で
す

が
、
毎
回
大
会
の
規
模
の
大
き
さ
に
驚

き
ま
す
。

　

各
都
道
府
県
の
活
動
事
例
発
表
で
は
、

１
０
０
円
均
一
の
商
品
で
揃
え
る
非
常

持
ち
出
し
袋
を
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ
を
お
皿
の
上
に
敷
い
て

使
い
回
し
た
り
、
骨
折
や
傷
の
応
急
処

置
に
活
用
し
た
り
、
ま
た
、
ゴ
ミ
袋
を

カ
ッ
パ
に
す
る
活
用
法
な
ど
、
と
て
も

有
効
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

展
示
ブ
ー
ス
で
は
、
岩
手
県
一
関
消

防
団
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
長
年
、

「
ア
イ
オ
ン
台
風
」
に
よ
る
水
害
体
験

を
紙
芝
居
で
伝
え
て
い
る
千
葉
貞
子
さ

ん
と
い
う
方
か
ら
、
一
関
消
防
団
へ
そ

の
啓
発
活
動
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
と

い
う
お
話
を
伺
い
、
災
害
を
後
世
に
伝

え
て
い
く
の
も
消
防
団
の
大
き
な
役
目

な
ん
だ
な
と
感
動
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
鹿
児
島
県
霧
島
市
消
防
団

の
展
示
も
印
象
的
で
し
た
。
展
示
ブ
ー

ス
に
、
健
康
状
態
、
困
っ
て
い
る
事
、

　

令
和
元
年
10
月
26
日
（
土
）、
日
本

各
地
で
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

熱
戦
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
中
、
我

ら
八
尾
市
消
防
団
も
「
ワ
ン
・
チ
ー
ム
」

と
な
る
べ
く
、
八
尾
ボ
ウ
ル
ア
ロ
―
に

お
い
て
、
１
４
２
名
が
参
加
し
て
の
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
が
最
も
上
手

な
分
団
を
決
め
る
分
団
対
抗
戦
と
い
う

形
式
だ
っ
た
の
で
、
ゲ
ー
ム
中
は
終
始

盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
参
加
団
員
は
、

日
頃
の
仕
事
と
団
活
動
と
の
両
立
に
よ

避
難
先
等
10
項
目
に
詳
し
く
分
け
ら
れ

て
い
る
「
高
齢
者
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯

の
訪
問
表
」
や
、
高
齢
者
と
消
防
団
員

の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
写
真
が
飾
ら
れ
て
い

る
の
を
見
て
、
高
齢
者
と
消
防
団
員
が

信
頼
し
合
え
る
関
係
な
ん
だ
な
と
感
じ

ま
し
た
。
霧
島
市
の
活
動
は
ど
れ
も
女

性
な
ら
で
は
の
視
点
で
細
か
い
と
こ
ろ

に
目
が
行
き
届
い
て
お
り
、
と
て
も
ぬ

く
も
り
の
あ
る
消
防
団
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　

活
性
化
大
会
は
毎
回
刺
激
を
受
け
、

勉
強
に
な
り
ま
す
。
私
が
感
じ
た
こ
と
、

学
ん
だ
こ
と
を
皆
と
共
有
し
、
今
後
の

消
防
団
活
動
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

◆
（
女
性
分
団　

中
谷 

美
和
子
）

る
疲
労
や
緊
張
か
ら
解
放
さ
れ
、
他
分

団
と
交
流
で
き
る
貴
重
な
機
会
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
令
和
最
初
の
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
、
分
団
優
勝
は
久
宝
寺
分
団
、

個
人
の
部
で
は
山
本
分
団
の
岩
﨑
団
員

が
見
事
に
優
勝
さ
れ
、
大
会
は
大
成
功

に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
行
事
の
中
で
、

消
防
団
と
し
て
の
団
結
力
を
深
め
つ
つ
、

地
域
貢
献
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。◆

（
志
紀
分
団　

平
池 　
稔
）

全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化

青
森
大
会

厚
生
事
業
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
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令
和
元
年
11
月
11
日
（
月
）、
今
年

八
尾
市
に
オ
ー
プ
ン
し
た
商
業
施
設

「
ア
ク
ロ
ス
プ
ラ
ザ
」
で
行
わ
れ
た
秋

季
消
防
総
合
訓
練
に
、
曙
川
分
団
が
訓

練
隊
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
内
容
は
、
ア
ク
ロ
ス
プ
ラ
ザ
内

の
衣
料
品
店
に
不
審
者
が
侵
入
し
、
ガ

ソ
リ
ン
を
撒
い
て
放
火
し
た
こ
と
が
原

因
に
よ
る
火
災
を
想
定
し
た
訓
練
で
、

消
火
活
動
や
店
内
に
取
り
残
さ
れ
た
要

救
助
者
の
救
出
活
動
等
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ガ
ソ
リ
ン
を
撒
か
れ
て
の
放
火
で
思

い
出
さ
れ
る
の
が
、
同
年
７
月
に
京
都

府
の
ア
ニ
メ
制
作
会
社
で
起
こ
っ
た
放

火
事
件
で
す
。
平
成
以
降
最
多
の
被
害

者
が
出
た
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
が
連

日
ニ
ュ
ー
ス
で
報
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
会

社
は
普
段
か
ら
防
火
・
防
災
に
熱
心
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
防
災
訓
練
に
も
社

員
の
９
割
が
参
加
し
て
い
た
と
の
報
道

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
多
く
の
被

害
者
が
出
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

実
際
に
火
災
が
起
き
た
時
に
訓
練
ど
お

り
に
避
難
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
ど
れ

ほ
ど
難
し
い
こ
と
か
痛
感
し
ま
し
た
。

　

も
し
も
今
回
の
訓
練
場
所
の
よ
う
な
、

人
が
多
く
集
ま
る
場
所
で
実
際
に
同
様

の
災
害
が
起
き
た
ら
と
考
え
る
と
、
改

め
て
怖
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
を
通
じ
て
、
日
常
生
活

で
い
つ
起
こ
り
う
る
か
わ
か
ら
な
い
災

害
や
事
故
に
対
し
、
消
防
団
員
と
し
て

冷
静
に
対
応
し
、
日
々
の
訓
練
成
果
を

発
揮
で
き
る
よ
う
努
力
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

◆
（
曙
川
分
団　

齊
藤　

勝
義
）

　

令
和
元
年
10
月
15
日
（
火
）
大
正
小

学
校
で
３
・
４
年
生
を
対
象
に
、
11
月

12
日
（
火
）
大
正
北
小
学
校
で
４
年
生

を
対
象
に
し
た
消
防
学
習
指
導
を
行
い

ま
し
た
。

　

両
日
と
も
、
始
め
に
消
防
職
員
と
消

防
団
員
の
違
い
や
、
消
防
車
の
資
機
材

に
関
す
る
説
明
を
し
た
後
、
各
ク
ラ
ス

班
に
分
か
れ
て
放
水
訓
練
、
煙
中
体
験
、

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
な
ど
様
々
な
消
防
活
動

体
験
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

放
水
訓
練
で
は
、
安
全
管
理
と
し
て

消
防
団
員
が
補
助
に
つ
い
て
、
全
生
徒

が
順
番
に
放
水
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
放
水
訓
練
の
最
後
に
は
先
生
方

に
も
現
場
外
套
を
着
て
放
水
訓
練
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
生
徒
達
の
注
目
を

集
め
て
い
ま
し
た
。

　

学
習
指
導
終
了
後
、
消
防
団
の
屯
所

に
戻
り
放
水
訓
練
で
使
用
し
た
ホ
ー
ス

や
、
積
載
車
を
洗
っ
て
い
る
と
、
下
校

途
中
の
生
徒
た
ち
が
「
こ
こ
に
消
防
車

あ
っ
た
ん
や
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
。
パ
パ
に

も
消
防
団
に
入
っ
て
欲
し
い
」
と
嬉
し

い
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

消
防
学
習
を
通
し
て
、
子
供
た
ち
の

声
が
消
防
団
員
の
励
み
に
も
な
り
、
消

防
団
員
の
活
動
が
地
域
に
お
け
る
防
災

意
識
を
高
め
、
相
互
作
用
に
よ
っ
て
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
と

繋
が
る
よ
う
に
、
今
後
も
よ
り
一
層
地

域
に
密
着
し
た
活
動
に
励
み
た
い
と
思

い
ま
す
。◆（

大
正
分
団　

北
野　

智
傑
）

秋
季
消
防
総
合
訓
練

大
正
・
大
正
北
小
学
校

学
習
指
導



第 45 号（5） 八尾市消防団広報 令和２年 (2020) ４月

地　 域　 を　 守　 る　 消　 防　 団

　

秋
季
火
災
予
防
運
動
は
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

火
災
予
防
意
識
の
一
層
の
向
上
を
図
る

こ
と
で
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高

齢
者
等
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を

減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、
財
産
の
損
失

を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
11

月
９
日
か
ら
11
月
15
日
に
全
国
各
地
で

実
施
さ
れ
て
お
り
、
八
尾
市
消
防
団
で

も
各
分
団
が
そ
れ
ぞ
れ
の
管
轄
地
域
に

お
い
て
、
夜
間
巡
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
所
属
す
る
南
高
安
分
団
で
も
、

各
団
員
が
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
、
一
週
間

毎
日
地
域
の
巡
回
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
民
へ
の
防
火
広
報
や
放
火
防
止
が
主

な
目
的
で
す
が
、
各
団
員
が
消
防
車
の

運
転
に
慣
れ
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　

地
元
の
方
で
も
普
段
の
生
活
で
は
通

ら
な
い
よ
う
な
道
や
、
知
ら
な
い
道
を

走
行
し
て
、
災
害
出
動
時
に
ス
ム
ー
ズ

に
現
場
へ
向
か
え
る
よ
う
心
掛
け
て
い

ま
す
。

　

こ
の
火
災
予
防
運
動
を
行
う
こ
と
で
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
防
火
意
識
が
高
ま

り
、
そ
れ
が
火
災
や
放
火
の
防
止
に
繋

が
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

◆
（
南
高
安
分
団　

森
川　

泰
典
）

　

令
和
元
年
11
月
24
日
（
日
）
高
安
小

中
学
校
に
て
自
主
防
災
訓
練
が
実
施
さ

れ
、
高
安
分
団
も
地
域
住
民
の
方
々
と

共
に
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
地
区

ご
と
に
公
民
館
か
ら
の
避
難
経
路
を
確

認
し
な
が
ら
歩
き
、
避
難
所
と
な
る
学

校
へ
向
か
い
ま
し
た
。
校
内
で
は
、
消

防
署
員
、
消
防
団
員
指
導
の
も
と
、
油

圧
ジ
ャ
ッ
キ
を
使
っ
て
倒
壊
家
屋
に
挟

ま
れ
た
人
を
助
け
出
す
「
倒
壊
家
屋
救

出
訓
練
」、
放
水
体
験
を
し
て
ポ
ン
プ

の
使
い
方
を
学
ぶ
「
可
搬
ポ
ン
プ
取
扱

訓
練
」、
消
火
器
の
正
し
い
使
い
方
を

知
る
「
初
期
消
火
訓
練
」、
火
災
時
の

煙
の
状
況
を
体
験
す
る
「
煙
中
体
験
」、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
学
ぶ
「
心
肺
蘇
生

訓
練
」
な
ど
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
体
験

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
訓
練
で
は
、
消
防
署
員
の
方
々
か

ら
詳
し
い
説
明
が
あ
り
、
質
疑
応
答
で

は
「
小
さ
い
子
供
に
対
す
る
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
方
法
は
？
」
等
様
々
な
質
問

が
飛
び
交
い
参
加
者
の
み
な
さ
ん
の
防

災
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
が
見
え
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
簡
単
な
様
に
見

え
て
実
際
体
験
し
て
み
る
と
、
な
か
な

か
思
っ
て
い
る
よ
う
に
は
い
か
な
か
っ

た
の
で
、
災
害
時
焦
っ
た
状
況
で
初
め

て
や
る
よ
り
、
こ
う
い
っ
た
機
会
に
訓

練
が
で
き
て
と
て
も
良
か
っ
た
」
な
ど

の
お
声
が
あ
り
ま
し
た
。
訓
練
の
終
わ

り
に
は
、
非
常
食
の
試
食
と
し
て
ア
ル

フ
ァ
米
の
ご
飯
と
豚
汁
を
い
た
だ
き
、

災
害
時
へ
の
備
え
の
大
切
さ
も
学
び
ま

し
た
。

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
の
防
災
へ

の
意
識
の
高
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
、

消
防
団
員
と
し
て
災
害
時
に
冷
静
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
日
々
の
心
が
け
、
訓

練
が
大
事
だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
一
日

で
し
た
。◆（

高
安
分
団　

松
浦　

英
治
）

秋
季
火
災
予
防
訓
練

高
安
中
学
校
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
訓
練
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令
和
元
年
12
月
28
日
（
土
）、
毎
年

恒
例
の
歳
末
特
別
警
戒
を
行
い
ま
し
た
。

龍
華
分
団
で
は
毎
年
年
末
の
２
日
間
、

団
員
が
屯
所
に
集
合
し
、
消
防
車
両
で

管
轄
地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

歳
末
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
地
域
の

火
災
予
防
、
放
火
防
止
に
繋
が
る
だ
け

で
な
く
、
日
頃
中
々
お
会
い
す
る
こ
と

の
な
い
地
区
の
役
員
さ
ん
や
、
自
治
会

の
方
々
と
お
顔
を
合
わ
す
機
会
で
も
あ

り
、
毎
年
多
く
の
方
々
と
接
す
る
こ
と

の
出
来
る
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
龍
華
分
団
の
管
轄
地
域
に
あ

る
各
自
治
会
の
パ
ト
ロ
ー
ル
拠
点
９
カ

所
全
て
を
分
団
長
、
副
分
団
長
と
一
緒

に
回
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
竹

渕
、
亀
井
、
跡
部
、
太
子
堂
、
植
松
、

安
中
、
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
、
年
末

の
寒
い
中
、
た
く
さ
ん
の
地
域
の
方
々

が
大
勢
集
ま
ら
れ
て
い
て
本
当
に
頭
の

下
が
る
思
い
で
し
た
。

　

私
た
ち
消
防
団
も
、
よ
り
一
層
地
域

の
防
火
・
防
犯
に
少
し
で
も
お
役
に
立

て
る
よ
う
頑
張
ら
な
く
て
は
と
改
め
て

心
に
思
う
２
日
間
で
し
た
。

◆
（
龍
華
分
団　

山
﨑　

 

聡
）

　

令
和
２
年
１
月
14
日
（
火
）
に
久
宝

寺
地
区
許
麻
神
社
に
て
、
と
ん
ど
祭
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

お
正
月
に
飾
っ
た
門
松
や
松
飾
り
等

を
、
神
社
や
地
域
の
方
々
で
と
ん
ど
櫓

に
集
め
18
時
頃
か
ら
点
火
し
、
新
年
の

無
病
息
災
と
家
内
安
全
を
願
う
年
中
行

事
で
す
。
こ
の
行
事
は
日
本
各
地
で
行

わ
れ
、
ど
ん
ど
焼
き
、
ど
ん
と
焼
き
な

ど
、
様
々
な
言
い
方
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
日
は
雨
が
降
っ
て
い
て
、
気
温

も
下
が
り
冷
え
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、

地
域
の
方
々
が
た
く
さ
ん
参
ら
れ
ま
し

た
。
許
麻
神
社
で
は
、
の
っ
ぺ
い
汁
を

振
舞
っ
て
頂
き
、
参
ら
れ
た
方
々
は
、

冷
え
た
体
を
と
ん
ど
焼
き
の
火
と
、

の
っ
ぺ
い
汁
で
温
め
て
帰
ら
れ
た
と
思

い
ま
す
。

　

許
麻
神
社
と
ん
ど
祭
で
は
、
点
火
の

際
に
火
柱
が
御
神
木
近
く
ま
で
立
ち
上

り
危
険
を
伴
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

用
心
の
為
、
久
宝
寺
分
団
が
待
機
し
て

安
全
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
ま
た
久
宝

寺
分
団
だ
け
で
は
な
く
、
八
尾
市
で
は

　

こ
れ
か
ら
も
久
宝
寺
分
団
の
一
員
と

し
て
、
地
域
の
方
々
と
連
携
し
、
と
ん

ど
祭
な
ど
の
地
域
の
催
し
物
や
、
災
害

発
生
時
に
は
一
致
団
結
し
て
、
安
全
安

心
な
町
、
住
み
よ
い
町
に
し
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

◆
（
久
宝
寺
分
団　

堂
田　

隆
治
）

 

各
地
域
で
と
ん
ど
祭
が
行
な
わ
れ
て
い

る
た
め
、
八
尾
市
消
防
団
の
各
分
団
が

同
様
に
安
全
管
理
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

歳
末
警
戒

許
麻
神
社
と
ん
ど
祭
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令
和
２
年
２
月
１
日
（
土
）、
２
日

（
日
）
の
２
日
間
、
八
尾
市
消
防
団
幹

部
の
親
睦
を
目
的
と
し
た
、
毎
年
恒
例

の
若
な
ろ
会
親
睦
旅
行
に
お
い
て
、
鹿

児
島
県
桜
島
方
面
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

桜
島
は
、
日
本
の
九
州
南
部
、
鹿
児

島
県
の
鹿
児
島
湾
に
あ
る
東
西
約
12
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
10
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
周
囲
約
55
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
面
積

約
77
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
火
山
で
、

か
つ
て
は
島
で
し
た
が
、
１
９
１
４
年

の
噴
火
に
よ
り
、
鹿
児
島
市
の
対
岸
の

大
隅
半
島
と
陸
続
き
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。

　

現
地
で
観
光
中
、
桜
島
の
噴
火
を
目

の
当
た
り
に
し
大
変
驚
く
と
同
時
に
、

八
尾
市
に
お
い
て
大
規
模
な
自
然
災
害

が
発
生
し
た
場
合
、
消
防
団
員
と
し
て

ど
の
よ
う
な
活
動
を
展
開
で
き
る
か
、

沈
着
冷
静
か
つ
迅
速
な
対
応
が
で
き
る

か
、
と
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
昼
食
で
は
、
鹿
児
島
黒
豚

料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
他
の
幹

部
と
、
こ
れ
か
ら
の
消
防
団
と
し
て
の

あ
る
べ
き
姿
や
各
分
団
が
抱
え
る
悩
み

等
に
つ
い
て
、
様
々
な
話
を
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
旅
行
を
通
じ
て
、
消
防
団
幹

部
の
親
睦
が
一
層
深
ま
っ
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
く
、
ま
た
分
団
間
で
も

様
々
な
建
設
的
な
意
見
交
換
や
情
報
共

有
が
で
き
、
八
尾
市
の
安
全
安
心
を
守

る
消
防
団
と
し
て
、
一
致
団
結
し
た
効

果
的
な
活
動
が
で
き
る
と
確
信
し
ま
し

た
。
消
防
団
員
と
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い

素
晴
ら
し
い
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。

◆
（
八
尾
分
団　

鈴
木　

卓
也
）

　

令
和
２
年
２
月
９
日
（
日
）
大
阪
市

の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪
に
お
い
て
、
大

阪
府
若
手
消
防
団
員
研
修
会
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

研
修
で
は
Ｓ
―
Ｋ
Ｙ
Ｔ
（
消
防
団
危

険
予
知
訓
練
）
の
方
法
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。
研
修
内
容
は
危
険
予
知
や
、
そ

の
対
策
、
各
団
員
の
健
康
状
況
の
把
握

な
ど
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　

大
阪
府
下
各
市
町
村
の
消
防
団
は
そ

れ
ぞ
れ
活
動
内
容
が
様
々
で
す
が
、
仕

事
中
や
仕
事
終
わ
り
に
突
然
災
害
出
場

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
は
各

消
防
団
共
通
し
て
い
る
の
で
、
団
員
の

体
調
管
理
等
に
十
分
留
意
し
、
事
故
や

怪
我
に
注
意
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
改

め
て
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
修
終
了
後
、
各
市
町
村
の

消
防
団
の
方
々
と
貴
重
な
意
見
交
換
が

で
き
る
時
間
も
設
け
て
い
た
だ
き
、
と

て
も
良
い
雰
囲
気
の
研
修
会
で
し
た
。

◆
（
西
郡
分
団　

棚
田　

秀
行
）

　

国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世
界
規
模
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大

し
て
い
ま
す
。
大
阪
府
内
で
も
感
染
者

が
出
る
危
機
的
状
況
に
あ
り
、
早
急
な

対
応
が
急
が
れ
て
お
り
ま
す
が
、
我
々

消
防
団
員
は
、
地
域
住
民
を
守
る
た
め
、

火
災
等
の
災
害
対
応
に
も
万
全
を
期
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

う
が
い
や
手
洗
い
の
励
行
、
不
要
不

急
の
外
出
を
控
え
人
混
み
を
避
け
る
、

マ
ス
ク
着
用
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
積

極
的
に
行
う
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
感
染
予

防
策
を
と
り
、
自
身
の
み
な
ら
ず
家
族

を
含
め
た
全
員
で
健
康
を
確
保
し
、
い

ざ
と
い
う
時
の
消
防
団
活
動
に
備
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

国
難
と
も
い
え
る
こ
の
局
面
に
お
い

て
も
、
地
域
を
守
る
と
い
う
強
い
郷
土

愛
の
精
神
で
消
防
団
活
動
に
し
っ
か
り

励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
（
山
本
分
団　

渡
瀬　

太
一
）

感
染
症
拡
大
と

　
　
　
　
　
そ
の
対
策

若
な
ろ
会
親
睦
旅
行

若
手
消
防
団
員
研
修
会
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八尾市の救急出場状況

◎ 

広
報
部
員
名
簿 

◎

委
員
長

西
郡
分
団　
　

棚 

田　

秀 

行

副
委
員
長

龍
華
分
団　
　

西 

川　

尊 

之

山
本
分
団　
　

福 

田　

大 

祐

委    

員
久
宝
寺
分
団　

圡 

谷　

研 

太

　
　

〃　
　
　

 

堂 

田　

隆 

治

西
郡
分
団　
　

安 

田　

武 

仁

八
尾
分
団　
　

中 

村　

道 

弘

　
　

〃　
　
　

 

梶 

井 

健
太
郎

龍
華
分
団　
　

山 

﨑　
　

 

聡

大
正
分
団　
　

今 

仲　

幹 

夫

　
　

〃       

北 

野　

智 

傑

曙
川
分
団　
　

大 

槻　

秀 

樹

　
　

〃　
　
　

 

斎 

藤　

勝 

義

南
高
安
分
団　

西 

尾　

良 

彦

    

〃       

浅 

井　

康 

広

　
　

〃　
　
　

 

森 

川　

泰 

典

高
安
分
団　
　

松 

浦　

英 

治

　
　

〃　
　
　

 

貴 

島　

孝 

浩

山
本
分
団　
　

渡 

瀬　

太 

一

志
紀
分
団　
　

北 

山　
　

 

克

〃　
　
　

 

平 

池　

 　

稔

　

私
た
ち
が
普
段
街
中
で
目
に
し
て
い

る
救
急
車
で
す
が
、
近
年
こ
の
救
急
車

の
適
正
利
用
を
訴
え
る
声
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
全
国
的
に
救
急
件
数
は
増

加
し
て
お
り
、
八
尾
市
で
も
年
々
救
急

件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年

中
に
お
け
る
八
尾
市
の
救
急
件
数
は
１

７
，
１
２
１
件
で
、
一
日
平
均
４
７
件
、

３
１
分
に
１
件
の
ペ
ー
ス
で
救
急
車
が

出
動
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

  

そ
の
た
め
に
、
本
当
に
救
急
車
が
必

要
な
人
に
救
急
車
が
す
ぐ
に
出
場
で
き

な
い
事
が
あ
り
ま
す
。

  

通
常
、
１
１
９
番
の
救
急
要
請
を
受

け
る
と
、
現
場
か
ら
一
番
近
い
救
急
車

が
出
場
し
ま
す
が
、
そ
の
近
く
に
あ
る

は
ず
の
救
急
車
が
出
場
し
て
い
る
場
合

は
、
遠
方
に
あ
る
別
の
救
急
車
が
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
現
場
へ
の
到
着
に
時

間
を
要
し
て
し
ま
い
ま
す
。

  

こ
の
よ
う
に
、
救
急
車
の
出
場
要
請

が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
１
１
９
番
を
受

け
て
か
ら
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る

時
間
が
遅
れ
、
救
え
る
命
が
救
え
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
軽
い
症
状
で
も
救
急
車
を
利

用
す
る
人
が
増
え
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
き
ま

す
と
、
事
故
に
よ
る
大
ケ
ガ
の
人
や
、

心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
で
緊
急
に
病

院
な
ど
へ
搬
送
す
る
必
要
が
あ
る
人
へ

の
救
急
車
の
到
着
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

 

１
１
９
番
通
報
す
る
前
に
、
救
急
車

が
本
当
に
必
要
か
、
自
家
用
車
や
タ
ク

シ
ー
な
ど
一
般
の
交
通
機
関
を
利
用
で

き
な
い
か
、
も
う
一
度
考
え
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
命
に
か
か
わ
る
病
気
や

ケ
ガ
で
緊
急
に
病
院
へ
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
は
、
迷
わ
ず
１
１
９
番

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

  

救
急
車
を
本
当
に
必
要
と
す
る
人
の

た
め
に
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
た
ち
消
防
団
の
「
火
の
見
櫓
」
か

ら
少
し
で
も
市
民
の
方
々
に
救
急
車
の

適
正
利
用
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
き
、

今
後
も
消
防
団
と
し
て
こ
の
よ
う
な
広

報
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
（
龍
華
分
団　

西
川　

尊
之
）

　

今
回
、
委
員
長
と
い
う
大
役

を
任
さ
れ
、
不
安
な
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、
各
分
団
の
広
報
委

員
の
方
々
に
助
け
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
無
事
に
第
44
号
・
第

45
号
を
刊
行
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
。

　

未
熟
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が

が
、
１
年
間
支
え
て
い
た
だ
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

編 集 後 記

救
急
車
の適

正
利
用
に
つ
い
て


